
沖縄県 令和６年度「基地周辺環境対策推進事業」
有機フッ素化合物汚染源調査に係る専門家会議

記者ブリーフィング資料

令和７年２月４日



2016年に県が実施した有機フッ素化合物に関する調査で、普天間⾶⾏場周辺の湧⽔等
から、環境省の暫定指針値（PFOS,PFOAの合計50ng/L）を超える有機フッ素化合物を
検出。そのため、環境⽔理学や地下⽔⼯学、応⽤地質学、環境リスク評価、環境動態解析
等、それぞれの分野のエキスパートを委員とした専門家会議を設置し、汚染源についての検討
を⾏うもの。
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役職等及び専門分野氏 名

和歌山大学 名誉教授
環境⽔理学、地下水動態学
環境省の専⾨家会議※ 座⻑

平田 健正座⻑

和歌山大学 システム工学部 教授
地下水工学、地盤工学江種 伸之

委員

琉球⼤学 名誉教授
応用地質学、環境情報科学⿊⽥ 登美雄

東北⼤学 名誉教授
環境リスク評価、資源工学駒井 武

国⽴環境研究所 名誉研究員
環境化学、環境動態解析
環境省の専⾨家会議※ 委員

柴田 康⾏
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専門家会議の開催概要

※ PFASに対する総合戦略検討専⾨家会議

令和３年度から令和６年度までに12回開催。
過去の⽂献調査や普天間⾶⾏場周辺の湧⽔等
のモニタリング、観測井⼾の設置等で得られた情報
をもとに、汚染源や汚染メカニズムについて議論を
重ねてきた。

◆専門家会議の目的及び概要

専門家会議の目的



過去の調査等により、普天間⾶⾏場周辺の地下⽔は、⾶⾏場の南東側（宜野湾、愛知、野嵩等）
を上流とし、北⻄側（喜友名、⼤⼭等）へ流れ、普天間⾶⾏場の主な地下⽔流域は、⼤きく３つの
流域（C、D、E）に分かれていると推定される。
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地理院地図を加⼯して作成した。

◆普天間飛行場周辺におけるPFOS等の検出状況

地下⽔下流側では、⾼濃度なPFOS等※が検出されている。

本事業の調査の結果、地下⽔上流側では、PFOS、PFOAの合計濃度は50ng/L以下を示し、
⾼濃度なPFOS等※は検出されない。⽂献調査によると、地下⽔上流側にはPFOS等※の発生
源となり得る⼟地利⽤は確認されていない。

注）左図の流域界は、参考文献
（平成16年度宜野湾市自然
環境調査報告書宜野湾市）
に基づき表示しているが、そ
の境界ラインは今後の検討
結果により見直す可能性が
ある。

【Ｃ流域の下流側】
PFOS、PFOAの合計濃度が
1,000ng/L以上を示す地点が
分布する。

【Ｄ流域の下流側】
Ｃ流域及びＥ流域と⽐べ、濃度
が低い地点が分布する。

【Ｅ流域の下流側】
PFOS、PFOAの合計濃度が
4,000ng/L以上を示す地点が
ある。

※ PFOS等︓本事業ではPFOS、PFOA、
PFHxS、6:2FTSの４物質を測定している。



既存資料などを収集・整理した結果、PFOS等の汚染源となり得る場所は、泡消火薬剤の使用等
が確認された普天間⾶⾏場内の ①格納庫や消火訓練施設 と考えられ、②地表排⽔の流末に位
置する吸込穴（ポノール）も泡消⽕薬剤の漏洩や流出があった場合は、地下へ浸透する場所とな
り得ると考えられる。

① 普天間飛行場内の格納庫、消火
訓練施設及びそれら周辺の地表
面等

PFOS等を含む泡消火薬剤の使用・漏洩
流出が確認された場所

●日本政府は、格納庫地下貯水槽に残る未処

理の汚染水を全て防衛省が引きとり、焼却

処分すると発表。（2021年10月17日）

●しかし、過去に使用等されたPFOS等を含む

泡消火薬剤が地表面等から地下浸透して、

土壌中や地盤中に残留している可能性あり。

② 普天間飛行場内の吸込穴（PFOS
等を含む地表排水を放流）

地表排水の流末に位置する場所

●事故等により、PFOS等を含む泡消火薬剤が

流出した場合は、速やかに地下水面に到達

する可能性あり。
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地理院地図を加⼯して作成した。

消火訓練施設

薬剤の流出履歴あり

格納庫
複数箇所で泡消火
薬剤の流出履歴あり

2020年4月流出
事故発生格納庫

地表排水路

吸込穴（ポノール）

比屋良川へ

➀

➀

②

②

●水質調査地点
地下水の流れ（想定）

Ｎ

◆普天間飛行場周辺におけるPFOS等の汚染源の推定

注）左図の吸込穴（ポノール）と地表排水路の概略位置は、
「宜野湾市史第９巻資料編８ 宜野湾市史編集委員会」
と「在沖米軍基地周辺環境マップ普天間飛行場報告書
平成15年3月 沖縄県文化環境部」をもとに表示している。
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2016年以前に使⽤されていた古いタイプの泡消⽕薬剤の成分はPFOSが主体であった。

2016年頃からPFOSおよびPFOAを主成分としない新しいタイプの有機フッ素系の泡消火薬剤へ
入替えが開始されたと考えられる。

2020年4⽉の泡消⽕薬剤の流出事故において、泡消⽕薬剤が流⼊した河川⽔を分析したところ、
検出したPFOS等の90％以上は6:2FTS※であることが判明し、普天間⾶⾏場内の泡消⽕薬剤が
新しいタイプの泡消火薬剤に入替えられていたことが示唆される（下表の分析結果を参照）。
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泡消火薬剤の使用年代

1970年代～2015年頃
・古いタイプの消火薬剤を使用

2016年頃～2021年8月
・新しいタイプの泡消火薬剤への
入替え期間
（2016年6月米軍発表資料より）

2021年9月～
・新しいタイプの泡消火薬剤への
入替え完了
（2021年9月米軍発表資料より）

◆普天間飛行場で使用された泡消火薬剤の成分

分析結果（ng/L）
採水日採水地点

6:2FTS※PFHxSPFOAPFOS

20,0004.918232020年
4月11日

比屋良川
大謝名橋
上流200m

2104.14.48.7
2020年
5月14日

比屋良川
大謝名橋
上流200m

泡消火薬剤流出事故（2020年4月10日）後

の下流側河川水の水質分析結果

※ 新しいタイプの泡消火薬剤の主成分である物質は、環境中で酸化などすると「6:2FTS」に変化する
と考えられ、普天間⾶⾏場周辺で「6:2FTS」の測定を開始した2018年から検出を確認している。
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地下水の流れ（推定）

110ng/L
2024/9/6

R6-3R6-3

430ng/L
2024/8/22

420ng/L
2024/8/22

220ng/L
2024/9/6

R6-2R6-2

30ng/L
2024/8/22

R4-3R4-3

170ng/L
2024/8/22

R5-4R5-4

33ng/L
2024/8/22

90ng/L
2023/10/10

地理院地図を加⼯して作成した。

Ｃ流域

PFOS等４物質の構成比（直鎖体のみ）

◆Ｃ流域の汚染源の推定

 Ｃ流域におけるPFOS等の汚染源は、過去に新しいタイプの泡消⽕薬剤の保管や流出が確認されて
いること、地下⽔下流側でPFOS、6:2FTS等の構成⽐が類似している地下⽔の流れが確認されたこ
とから、普天間⾶⾏場内の格納庫周辺の可能性が示唆される。

 Ｃ流域の地下⽔下流側では⾼濃度なPFOS、6:2FTS等が検出されているが、降⾬の影響を受け
濃度が上昇する傾向の地点と濃度が低下する傾向の地点が認められている。

 降⾬の影響を受け濃度が上昇、
低下する原因については、地下
⽔の流れを更に詳細に調査し、
汚染メカニズムを把握する必要
がある。

普天間飛行場フェンス

メンダカリヒーガー

シチャヌカー

森の川
マーチヌカー

・PFOS等の合計濃度⇒ 420ng/L
・分析試料の採水日⇒ 2024/8/22

PFOS等の分析結果（直鎖体のみ）
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120ng/L
2023/8/9

89ng/L
2024/8/22

消火訓練施設
（普天間飛行場内）

3,400ng/L
2024/8/22

140ng/L
2023/10/10

1,100ng/L
2024/8/22

920ng/L
2023/10/10

190ng/L
2023/10/10

R6-1R6-1

R5-1R5-1

地理院地図を加⼯して作成した。

Ｅ流域

 Ｅ流域の地下⽔下流側で観測される⾼濃度なPFOS等の汚染源は、普天間⾶⾏場のフェンス⾄近
にあるR5-1孔〜ウブガー(伊佐)及び伊佐ウフガー間で、PFOS等４物質の構成比が類似している地
下水の流れが確認されたことから、普天間⾶⾏場内の消⽕訓練施設の可能性が示唆される。

 チュンナガーやウブガー(伊佐)と比べ、R5-1孔のPFOS等濃度は継続して⾼いことから、消火訓練施
設で使⽤した泡消⽕薬剤に由来する⾼濃度なPFOS等を含む地下水は、R5-1孔付近を経由して
チュンナガーなどの湧⽔地点へ向かい流下している。

◆Ｅ流域の汚染源の推定

普天間飛行場フェンス

PFOS等４物質の構成比（直鎖体のみ）

・PFOS等の合計濃度⇒ 3,400ng/L
・分析試料の採水日⇒ 2024/8/22

PFOS等の分析結果（直鎖体のみ）

チュンナガー

ウブガー(伊佐)

伊佐ウフガー

喜友名Ｂ

フンシンガー
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【総括】

 普天間⾶⾏場より上流側の地下⽔では、⾼濃度なPFOS、6:2FTS等は検出されず、またPFOS
等の汚染源となり得る⼟地利⽤は確認されなかったが、下流側の地下⽔において⾼濃度なPFOS、
6:2FTS等が検出される状況は、汚染源が普天間⾶⾏場にあると推定される重要な根拠となる。

 PFOS等の汚染源となり得る場所は、普天間⾶⾏場内での泡消⽕薬剤の使⽤等が確認された
格納庫や消火訓練施設と考えられる。

 Ｃ流域におけるPFOS等の汚染源は、普天間⾶⾏場内の格納庫周辺の可能性が⽰唆されるが、
さらに地下⽔の流れを詳細に調査して、汚染メカニズムを把握する必要がある。

 Ｅ流域下流側の地下⽔で観測されるPFOS等は、PFOS等４物質の構成比の類似性から普天間
⾶⾏場内の消⽕訓練施設で使⽤した泡消⽕薬剤由来と考えられ、⾼濃度なPFOS等を含む地下
水は、消火訓練施設からR5-1孔付近を経由して、下流側の湧⽔地点へ向かい流下している。

 令和３〜６年度の調査結果により、C流域及びＥ流域の汚染メカニズムがおおむね把握されたこと
から、PFOS等の汚染源は普天間⾶⾏場である蓋然性がさらに⾼まったと考えられる。

【今後必要とされる事項】

 普天間⾶⾏場周辺の湧⽔及び観測井⼾を対象に、地下水位やPFOS等濃度を把握するモニタリ
ングを実施し、汚染状況の監視を継続する必要がある。

 蓄積されたモニタリングデータ等の精査や評価を⾏い、特にC流域の汚染メカニズムのさらなる解明を
⾏うことが、汚染の浄化など対策へ繋げるために必要である。
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◆検討してきた内容についての総括と今後必要とされる事項について



（お問い合わせ先）

沖縄県 環境部 環境保全課

〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2

TEL） 098-866-2236

FAX） 098-866-2240

E-mail︓aa038008@pref.okinawa.lg.jp
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◆報道機関の皆様へのお願い

●本事業で設置した観測井戸は、地下水の水質を調査するために設置しており、

PFOS、PFOAの合計濃度が50ng/Lを超過した観測井戸での地下水は、地表

からの深さ 8～40ｍで確認されています。観測井戸から地下水が地表へ噴出し

たり、地下水中のPFOS等が揮発して地上へ拡散することはありません。

●観測井戸は施錠管理しており、第三者が地下水に触れることはありません。

また、その地下水を直接、飲用しない限り、人の健康に影響はありません。

●報道機関の皆様におかれましては、本日のブリーフィングの趣旨をご理解いた

だき、風評被害に繋がることのないよう、報道に際しましては、ご配慮をお願い

いたします。

●本調査事業は、沖縄県が実施しておりますので、調査等に関するお問い合わせ

は、本専門家会議の設置者である沖縄県環境部環境保全課へご連絡ください。


